
平成 28 年度 無機化学 2 中間試験（11/9 実施）解答例 

          担当 榎本真哉 

 

・問題間の平均得点には差が生じていますが、全員がどれも自由に選択できる形式ですので、得点調整は行いま

せん。解答者数、平均点は、問題番号だけ書いて解答しなかった人も含んでいますので、解答した人の平均点

はもう少し高いはずです。 

 参考までに 

問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 計 

平均点 7.8 7.5 6.3 10.0 9.3 13.2 4.7 3.7 6.8 59.7

解答者数 106 101 98 105 106 105 78 88 93  

 

・課題、出席を全く加味しない場合の得

点別頻度分布は図の通りです。60 点未

満は約 5 割でした。問 7-9 がかなり得点

につながっていないようです。ともあれ、

まだ期末試験の C 問題次第で挽回可能

かと思います。それ以下の点の人も、毎

週の課題を考慮しますので、諦めないよ

うにしてください。 

 

試験に対するコメント 

(3) 「還元されやすい」という回答が結

構ありました。標準電極電位云々を措

いておいても、1 族の金属元素（問題

文で水素を除外していなかったのは申し訳ないです）が酸化されやすいというのはわかっていてもよいかなと

思います。 

 

(8) 章末問題そのままだったのですが、正解者がいませんでした。それ以外にも個別にイオン化エネルギーや電

子親和力（今回の問題では使用しない）について、定義が理解されていない例が多々見られました。初見の問

題は厳しいようです。復習願います。 

 

(9) あまり種類が多くなくても、たくさん描く答案が結構あります。同じものを回転させただけのものが多数含

まれるので、合同の物を見つけられるよう、色々なパターンで練習してみてください。 
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(4) ボーキサイトを原料とする金属の元素記号と名称を解答し、精製する方法を説明せよ｡ 

 

高校でも頻出なので、さすがに知っておいてほしいところ。元素記号と名称は「Al, アルミニウム」で、

精製法としては、ボーキサイト（Al2O3・nH2O (n = 1~3)）を NaOH に溶かして酸化アルミを精製、氷晶石  

（Na3AlF6）で融点を低下させ、電気分解。 

 

(5) (CH3)3B, (CH3)3N, H3B, H3N, F3B, F3N のうち、ルイス酸として働くものをすべて選択し、ルイス酸性度の高い

方から低い方へと順番に並べよ。また、ルイス酸性度がそのような順序になる理由を説明せよ。 

 

ルイス酸は電子対を受け入れる働きをするものと定義されるので、空軌道のある B を含むものはすべてル

イス酸として働く。他の元素（C, H, N, F）は、いずれも再外殻が飽和しているので、電子を受け入れること

ができない。よって、ルイス酸は(CH3)3B, H3B, F3B。 

また、ルイス酸に対して電子吸引基が付いている場合、酸として働く原子の電子密度が低下することから、

電子受容しやすくなり、電子供与基が付いていると電子密度が増加してさらに電子を受容することが妨げら

れる。よって、ルイス酸としての働きやすさを示すルイス酸性度は F3B > H3B > (CH3)3B となる。 

 

(6) 「B, M, C, S, B, R」は 2 族の元素記号の最初の一字を取ったものである。これらの元素名（元素記号ではない）

を全て書け。また、6 つの元素のうち、任意の 3 つの元素について、主な用途や身近に見られる含有物・材

料を各元素につき 1 つずつ、互いに重複が無いように挙げよ。 

  

意外な用途が出てきて面白いので、最近色々な族や周期で出題しているが、そろそろ一巡かとも思う 

元素記号の一字目を書いているので、大きなヒントになるはず。元素は最初から、ベリリウム、マグネシ

ウム、カルシウム、ストロンチウム、バリウム、ラジウムである。 ラジウムがやや難しかった模様。用途

は講義中で多々触れているので省略。 

 

(7) バルマーの公式は、以下のように書ける。  

 

 

この式から、量子論につながる水素原子の性質について言えることを説明せよ。 

 

問題文があいまいで申し訳ありません。 

水素原子の可視光中のスペクトルは、バルマーの公式によると n = 3, 4, 5, 6 に該当する、657, 487, 434, 410 

nm に現れ連続スペクトルにならない。これは、水素原子中の電子が、連続的なエネルギー状態を持つこと

ができず、ある特定の不連続なエネルギー準位に拘束されていることを意味する。 
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